
一人一人の良さを引き出し、自主的・実践的な態度を育てる特別活動の在り方 

                          日立市立日立特別支援学校 中学部 

 

１ はじめに 

  本校中学部は、１年生３学級１４名、２年生３学級１８名、３年生２学級８名、合計３９

名の生徒が在籍している。「自分でやろう」を合い言葉に、互いを認め励まし、協力し合いな

がら生活している。一人一人が充実感や達成感を感じられるように活動内容を工夫し、特別

活動を進めている。 

 

２ 活動内容 

（１）委員会活動（第２、４月曜日 ２校時） 

   体育、美化、掲示、給食、集会の５つの委員会で活動している。一人一人の実態に応じ 

た補助具等を準備することで、自分の役割を理解し、積極的に活動している。 

   〈各委員会の主な活動〉 

   ○体育委員会→グラウンドの整備、体育倉庫の整理、体育学習での準備、片付け 

   ○美化委員会→校舎内の清掃 

   ○掲示委員会→行事予定表の作成・掲示、ポスターの張り替え 

   ○給食委員会→パントリーへの献立表の掲示、チラシでのごみ箱作り、配膳台の清掃 

   ○集会委員会→生徒集会の計画・準備・運営、行事や集会の司会 

（２）生徒集会（第３月曜日 ２校時） 

   異学年との交流を深めるため、集会委員が中心となり、生徒集 

会（学部集会）を実施している。パワーポイントを活用して集会 

の流れを提示することで、全員が見通しをもって集会活動に取り 

組むことができた。また、タブレットで台詞を提示することで、 

自信をもって進行することができた。 

さらに、アイデアを出し合って決めたゲームを実施したことで、 

異学年との触れ合いを楽しむ姿が多く見られた。 

（３）いちょう祭＆ＳＭＩＬＥフェス実行委員会（１０月２８日） 

   今年度は、全校で「いちょう祭＆ＳＭＩＬＥフェス」（文化祭と 

ＰＴＡ行事）を実施した。児童生徒実行委員として小５、６年、 

中学部各学年、高等部 1 年から１名、生徒会役員合計９名でス 

ローガンを決めたり、会の司会をしたり行ったりした。話し合い 

の中で、生徒たちが進めるようにしたことで児童生徒で作ろうと 

する責任感が生まれ、自主的に活動をする姿が多く見られた。 

 

３ 成果と課題 

  委員会や集会活動では、実態に応じた支援を行い、計画的に練習や準備を重ねたことで、

生徒が意欲的に活動することができ、良さを発揮して活躍の場を広げることができた。 

  今後は、生徒の実態がさらに多様化することが予想される。それぞれの特性をよく把握し、

特性を活かして力を発揮し、主体的に取り組めるような活動を考えていきたい。 


